
ー
は
じ
め
に

二
移
民
法
と
国
籍
法
の
動
き

三
人
種
関
係
法
の
動
き

四

現

状

五
労
働
許
可
制
度

中

英
国
の
い
わ
ゆ
る
外
国
人
労
働
者
政
策
に
つ
い
て

村

八
七

賢

二

郎
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的
背
景
の
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

本
土
と
云
う
）
全
人
口
四
、

八
七
五
万
の
ニ
・
七
％
（
約
一
三
四
万
）

一
九
七
六
年
は
全
人
口
五
、

一
九
八
一
年
は
五
、
二
七
六
万
の
全
人
口
中
四
・
ニ
％
（
約
ニ
ニ

0
万）

四
三
九
万
の
三
・
三
％
（
約
一
七
七

が
移
民
で
あ
る
。
う
ち
七
一
・
六
％
（
一
五
八
万
）
が
カ

リ
ブ
海
沿
岸
諸
国
か
ら
の
西
イ
ン
ド
系
と
印
度
・
パ
キ
ス
タ
ン
系
移
民
で
占
め
、

し
か
も
そ
の
う
ち
四
ニ
・
五
％
が
英
本
土
生
ま
れ
で
あ

る
。
今
世
紀
末
に
は
非
白
人
（
カ
ラ
ー
ド
）
移
民
の
約
半
数
が
英
国
生
ま
れ
の
第
二
世
代
に
と
っ
て
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
戦
後
の
復

興
す
る
英
国
経
済
の
底
辺
を
支
え
る
安
価
な
労
働
力
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
彼
ら
の
八
割
乃
至
九
割
が
半
熟
練
・
非
熟
練
の
い
わ
ゆ
る

三
k
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
多
く
が
大
ロ
ン
ド
ン
地
域
や
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
と
い
っ
た
大
都
市
圏
に
密
集
し
て
居
住
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
首
都
ロ
ン
ド
ン
は
住
民
の
六
人
に
一
人
が
カ
ラ
ー
ド
で
あ
る
と
い
う
正
に
人
種
の
る
つ
ぼ
と
化
し
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
大
都
市
に

こ
う
し
た
多
民
族
社
会
へ
の
変
貌
は
、
実
は
大
英
帝
国
の
長
い
間
に
わ
た
る
植
民
地
支
配
と
人
権
差
別
の
つ
け
で
あ
り
、
英
国
型
の
移

民
政
策
の
歴
史
的
帰
結
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
大
部
分
が
英
連
邦
か
ら
の
移
民
で
占
め
ら
れ
る
こ
の
国
特
有
の

外
国
人
労
働
者
政
策
（
そ
の
実
態
は
英
連
邦
内
移
住
民
政
策
）
の
特
色
を
、
と
り
あ
え
ず
戦
後
の
数
次
の
移
民
法
・
国
籍
法
・
人
種
関
係

法
の
制
定
・
改
正
の
連
動
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
他
の
欧
州
先
進
諸
国
同
様
に
英
国
も
そ
の
戦
後
の
経
済
復
典
に
必
要
な
労
働
力
不
足
を
海
外
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
社
会

様
変
わ
り
し
て
い
る
。

万）

は

じ

め

に

一
九
四
七
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
再
定
住
法

P
o
l
i
s
h
R
e
s
e
t
t
l
e
m
e
n
t
 A
c
t
の
制
定
や
ヨ
ー

英
国
は
多
民
族
共
生
の
社
会
へ
と
急
速
に
変
貌
し
て
い
る
。

一
九
八
一
年
度
の
国
勢
調
査
で
は
、

一
九
七
一
年
は
連
合
王
国
（
以
下
英

¥

¥

 

J

J
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英国のいわゆる外国人労働者政策について（中村）

ロ
ッ
パ
志
願
労
働
者
E
u
r
o
p
e
a
n
V
o
l
u
n
t
e
e
r
 W
o
r
k
e
r
s
の
募
集
も
そ
の
十
分
な
労
働
力
の
補
充
策
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
労

働
党
政
府
の
制
定
し
た
一
九
四
八
年
の
国
籍
法
が
戦
後
独
立
し
た
英
連
邦
構
成
国
の
市
民
に
も
あ
ら
た
に
英
国
臣
民
B
r
i
t
i
s
h
Subject 

と
し
て
の
法
的
地
位
と
英
本
土
市
民
な
み
の
市
民
権
を
保
障
し
た
た
め
、
英
本
土
へ
の
彼
ら
の
自
由
移
動
を
盛
ん
に
し
た
の
で
あ
る
。

九
五

0
年
に
入
る
頃
か
ら
す
で
に
計
画
的
・
選
択
的
移
民
政
策
論
が
一
部
で
云
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
政
治
的
力
に
ま
で
は
ま
だ
な
ら

A
c
t
制
定
で
渡
米
を
阻
止
さ
れ
た
西
イ
ン
ド
移
民
の
英
本
土
へ
の
大
量
の
逆
流
入
を
背
景
に
も
つ
人
種
異
動
の
多
発
（
例
え
ば
、
一
九
五
八

年
八
月
二
四
日
ー
九
月
四
日
の
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ン
ド
ン
事
件
。
同
年
八
月
二
三
・
三

0
日
の
ノ
ッ
テ
ン
ガ
ム
事
件
等
）
さ
ら
に
移
民
規
制

実
施
ま
え
の
印
度
・
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
か
け
込
み
流
入
。
こ
れ
ら
に
反
対
す
る
右
翼
過
激
グ
ル
ー
プ
の
拾
頭
に
よ
る
政
情
不
安
等
。
以
上

の
よ
う
な
社
会
的
混
乱
が
こ
れ
ま
で
の
英
政
府
の
伝
統
的
な
自
由
主
義
的
移
民
政
策
を
急
速
に
転
換
さ
せ
る
重
要
な
社
会
的
要
因
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

""'" 
'""'""" 

な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

八
九

一
九
四
八
年
国

一
九
五
二
年
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
マ
ッ
カ
ー
ラ
ン
法
t
h
e
W
 a
l
t
e
r
-
M
c
C
a
r
r
o
n
 I
m
m
i
g
r
a
t
i
o
n
 

移
民
法
と
国
籍
法
の
動
き

こ
こ
に
き
て
保
守
党
政
府
は
移
民
流
入
の
最
初
の
規
制
策
と
し
て
、

m
o
n
w
e
a
l
t
h
 I
m
m
i
g
r
a
n
t
s
 A
c
t
を
制
定
し
て
、
①
英
本
土
で
生
ま
れ
た
者
②
英
本
土
の
旅
券
を
所
持
し
、
か
つ
英
本
土
の
市
民
権
を
有

す
る
者
③
以
上
の
該
当
者
の
旅
券
に
含
ま
れ
る
者
（
家
族
等
）
以
外
の
者
の
入
国
を
制
限
す
る
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
り
、

一
九
六
二
年
一

0
月
に
第
一
次
英
連
邦
移
民
法
t
h
e
first 
C
o
m
 ,
 

籍
法
で
英
国
臣
民
と
し
て
共
通
の
地
位
を
認
め
ら
れ
、
英
本
土
に
自
由
に
入
国
・
在
住
す
る
権
利
を
も
っ
て
い
た
英
連
邦
市
民
C
o
m
m
o
n
,
 

w
e
a
l
t
h
 C
i
t
i
z
e
n
は
、
同
移
民
法
で
は
じ
め
て
市
民
権
と
移
民
法
上
の
権
利
が
分
離
さ
れ
、
同
じ
英
国
臣
民
で
も
英
本
土
へ
の
入
国
・
在
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留
権
の
制
限
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
就
労
目
的
で
入
国
す
る
英
連
邦
市
民
に
は
一
般
外
国
人
な
み
の
雇
用
生
産
省
が

発
行
す
る
雇
用
証
明
書
の
取
得
を
義
務
付
け
て
、
急
増
す
る
カ
リ
ビ
ア
ン
•
印
度
・
バ
キ
ス
タ
ン
移
民
労
働
者
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

印
度
系
移
住
者
の
流
入
の
急
増
と
、

そ
の
後
独
立
し
た
ケ
ニ
ア
・
ウ
ガ
ン
ダ
政
府
の
ア
フ
リ
カ
人
化
政
策
で
そ
こ
を
締
め
出
さ
れ
た
英
本
土
の
旅
券
を
所
持
す
る

そ
れ
に
連
動
し
て
起
こ
っ
た
右
翼
の
移
民
反
対
運
動
に
苦
慮
し
た
労
働
党
政
府
は
、
も
ろ
も
ろ
の
政

治
的
配
慮
か
ら
一
九
六
八
年
に
平
等
主
義
に
立
つ
は
ず
の
社
会
主
義
政
党
の
資
質
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
よ
う
な
次
の
差
別
的
内
容
の
移
民

法
改
正
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
二
年
移
民
法
で
規
制
対
象
の
外
に
お
か
れ
て
い
た
連
合
王
国
の
旅
券
所
持
者
の
う
ち
、

①
英
本
土
で
出
生
し
た
者
②
帰
化
し
た
者
③
養
子
縁
組
・
登
録
に
よ
り
英
本
土
・
植
民
地
の
市
民
に
な
っ
た
者
、
以
上
以
外
の
英
連
邦
市

民
す
べ
て
を
入
国
管
理
の
規
制
対
象
に
し
た
。

係
（
直
系
親
族
）

つ
ま
り
、
六
二
年
法
の
英
本
土
と
の
地
縁
関
係
（
出
生
地
）

の
有
無
を
も
入
国
規
制
基
準
に
し
た
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
三
年
後
の
一
九
七
一
年
一

0
月
に
は
、
保
守
党
政
府
は
、

土
の
英
国
人
と
の
血
縁
関
係
の
有
無
の
み
を
基
準
に
、
英
本
土
に
居
住
権
r
i
g
h
t
o
f
 a
b
o
d
e
を
も
つ
パ
ト
リ
ア
ル

p
a
t
r
i
a
l

(
本
国
人
）
と

そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
ノ
ン
・
パ
ト
リ
ア
ル

n
o
n1
 

p
a
t
r
i
a
l
 
(
非
本
国
人
）
に
類
別
し
、
後
者
に
は
一
般
外
国
人
な
み
に
労
働
許
可
の
取
得

を
義
務
付
け
る
と
い
う
人
権
差
別
色
の
濃
い
大
胆
な
第
三
次
の
移
民
法
の
大
改
正
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
目
的
は
要
す
る

に
、
有
色
英
連
邦
市
民
の
入
国
管
理
法
上
の
こ
れ
ま
で
の
特
典
を
奪
い
、
非
本
国
人
1
1

二
級
英
国
市
民
と
し
て
別
扱
い
し
、

な
み
に
入
管
の
規
制
下
に
組
み
込
も
う
と
い
う
六
六
年
・
六
八
年
法
以
来
、
与
野
党
い
ず
れ
の
政
府
も
が
ひ
そ
か
に
意
図
し
つ
づ
け
て
き

一
般
外
国
人

た
巧
妙
な
締
め
出
し
策
の
集
大
成
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
有
色
英
連
邦
市
民
の
英
国
市
民
権
の
空
洞
化
が
こ
こ

に
合
法
的
に
完
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
改
正
が
一
九
七
三
年
の
英
国
の

E
C
加
盟
を
ど
こ
ま
で
意
識
し
、
先
取
り
し
た
内
容
の

も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

一
般
外
国
人
と
英
連
邦
市
民
の
別
な
く
、

す
べ
て
の
者
を
英
本

に
加
え
て
、

さ
ら
に
血
縁
関

九
〇
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英国のいわゆる外国人労働者政策について（中村）

九

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
が
、
英
本
土
へ
の

こ
う
し
た
七
一
年
移
民
法
の
締
出
し
規
制
を
更
に
国
籍
法
で
追
認
し
た
の
が
保
守
党
政
府
の
下
で
新
し
く
制
定
さ
れ
た
一
九
八
一
年
新

国
籍
法
B
r
i
t
i
s
h
N
a
t
i
o
n
a
l
i
t
y
 A
c
t
で
あ
る
（
一
九
八
三
年
一
月
一
日
発
効
）
。
同
法
は
七
一
年
移
民
法
の
差
別
的
類
別
を
ベ
ー
ス
に
一

九
四
八
年
の
国
籍
法
以
降
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
市
民
権
概
念
を
基
本
的
に
は
、
英
国
市
民
権
B
r
i
t
i
s
h
C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
、
英
国
属
領
市
民
権

B
r
i
t
i
s
h
 D
e
p
e
n
d
e
n
t
 T
e
r
r
i
t
o
r
i
e
s
 C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
、
英
国
海
外
市
民
権
B
r
i
t
i
s
h
O
v
e
r
s
e
a
s
 C
i
t
i
z
e
n
s
h
i
p
の
三
類
型
に
整
備
し
、

に
変
更
し
た
画
期
的
な
立
法
で
あ
る
。
し
か
し
、

世
紀
以
来
伝
統
的
に
と
っ
て
き
た
生
地
、
E
義
原
則
を
血
統
‘E
義
（
父
母
両
系
主
義
）

化
す
る
な
か
で
、

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
三

0
0年
に
わ
た
る
大
英
帝
国
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
人
種
問
題
の
解
消
の
た
め
に
移
民
行
政
を
強

カ
ラ
ー
ド
の
英
国
籍
取
得
要
件
を
更
に
制
限
し
、
英
本
土
か
ら
締
め
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

連
合
王
国
が
こ
れ
を
岐
点
に
こ
う
し
た
多
難
な
遺
産
の
解
消
に
成
功
し
、
社
会
的
・
経
済
的
必
要
性
に
専
ら
立
つ
い
わ
ゆ
る
小
英
国
主
義

の
方
向
に
大
き
く
の
め
り
込
む
こ
と
に
な
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
再
統
一
で
加
速
化
す
る
拡
大

E
C
統
合
に
向
け
て
の
今
後
の

英
国
政
府
の

E
C
戦
略
と
マ
ン
パ
ワ
ー
政
策
の
対
応
を
今
な
お
し
ば
ら
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

人
種
関
係
法
の
動
き

一
七そ

現
行
英
国
出
入
国
管
理
行
政
は
、
以
上
の
一
九
七
一
年
移
民
法
と
移
民
規
則
お
よ
び
一
九
八
一
年
の
国
籍
法
を
ベ
ー
ス
に
運
用
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
英
本
土
へ
の
極
端
な
人
種
差
別
的
移
民
規
制
に
た
い
し
て
、
移
動
の
自
由
・
住
居
選
択
の
自
由
を
保
障
す
る

世
界
人
権
宣
言
第
一
三
条
、
市
民
的
・
政
治
的
権
利
に
か
ん
す
る
国
際
規
約
第
―
二
条
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
撤
廃
に
か
ん

す
る
国
際
条
約
第
五
条
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
の
国
際
的
非
難
の
あ
る
こ
と
。
更
に
ま
た
、

入
国
や
在
留
の
継
続
を
拒
否
さ
れ
た
ア
ジ
ア
系
市
民
の
申
立
を
す
で
に
多
く
受
理
し
、
こ
の
よ
う
な
規
制
行
政
処
分
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
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条
約
第
三
条
（
非
人
道
的
ま
た
は
屈
辱
的
取
扱
い
禁
止
）
第
八
条
（
家
族
生
活
等
の
尊
重
）
お
よ
び
第
一
四
条
（
人
種
・
色
な
ど
に
よ
る

差
別
の
禁
止
）
違
反
で
あ
る
と
認
定
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
提
訴
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
う
し
た
国
際
法
規
違
反
を
あ
え
て
し
て
も
な
お
か
つ
差
別
的
規
制
を
や
め
よ
う
と
し
な
い
英
国
政
府
の
か
た
く
な
な
移
民
政
策
の
背

後
に
は
、
移
民
規
制
の
一
そ
う
の
強
化
な
し
に
は
、
多
民
族
社
会
と
し
て
の
今
後
の
英
本
土
内
の
統
合
を
ま
す
ま
す
困
難
化
す
る
と
云
っ

た
国
家
的
危
機
打
開
へ
の
国
民
的
合
意
が
潜
在
し
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
カ
ラ
ー
ド
移
民
規
制
に
一
般
の
支
持
が

え
ら
れ
れ
ば
、
英
本
土
内
の
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
の
平
等
化
と
統
合
も
ス
ム
ー
ス
に
で
き
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
う
し
た
規
制
策
が
正
当
視
さ

れ
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
差
別
的
な
締
め
出
し
な
し
に
は
国
内
の
差
別
禁
止
策
も
成
功
の
見
通
し
が
た
た
な
い
。
国
内
の
人
種
的
統
合
と

平
等
化
の
た
め
な
ら
ば
、

そ
れ
も
や
む
な
し
と
の
国
益
優
先
の
論
理
が
人
種
差
別
禁
止
等
の
な
か
で
ど
こ
ま
で
正
当
性
を
主
張
し
う
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
専
ら
労
働
党
政
府
の
主
導
で
制
定
・
改
正
の
努
力
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
人
種
関
係
法
（
人
種
差
別
禁
止
法
）
が
そ
の
立

法
の
基
本
理
念
と
は
矛
盾
し
た
国
益
優
先
の
論
理
に
立
っ
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

定
の
限
界
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
種
関
係
法
こ
そ
は
、

の
代
償
立
法
と
し
て
導
入
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

反
対
し
て
い
た
労
働
党
が
政
権
を
と
る
と
、

一
九
六
八
年
に
、

最
初

そ
の
法
的
効
果
は
当
初
よ
り
一

ま
さ
に
与
野
党
の
い
ず
れ
も
が
支
持
し
た
差
別
的
移
民
制
限
法

次
に
同
法
の
制
定
・
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
を
簡
単
に
要
約
し
て
お
く
。
保
守
党
の
制
定
し
た
一
九
六
二
年
移
民
法
の
人
種
差
別
的
規
制
に

と
り
あ
え
ず
、
公
共
の
場
所
で
の
人
種
差
別
行
為
を
禁
止
し
て
、
こ
の
違
反
に
対
し
て
は
、

政
府
原
案
の
刑
罰
主
義
的
取
り
締
ま
り
を
や
め
、
人
種
関
係
委
員
会
と
地
方
調
停
委
員
会
を
設
置
し
て
そ
こ
で
民
事
救
済
す
る
と
い
う
妥

協
的
内
容
の
最
初
の
人
種
関
係
法
を
一
九
六
五
年
に
制
定
し
た
。
し
か
し
同
法
に
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
の
調
停
機
能
に
法
的
拘
束
力
が

な
い
し
、
重
要
な
雇
用
・
住
居
・
商
業
サ
ー
ビ
ス
面
で
日
常
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
差
別
行
為
の
禁
止
を
は
ず
す
等
の
欠
点
が
あ
っ
だ
。

そ
こ
で
一
九
六
五
年
―
二
月
に
就
任
し
た
移
民
の
社
会
的
統
合
に
意
欲
的
な
人
権
派
の
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
内
相
は
、

九
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の
人
種
関
係
法
を
改
正
し
て
、
差
別
禁
止
の
適
用
範
囲
を
雇
用
・
住
居
・
広
告
・
サ
ー
ビ
ス
面
に
ま
で
拡
大
し
、
人
種
関
係
委
員
会
に
申

立
の
な
い
違
法
差
別
行
為
に
つ
い
て
も
独
自
の
調
在
権
や
民
事
訴
訟
提
訴
権
を
付
与
し
た
。
ま
た
既
設
委
員
会
以
外
に
地
域
社
会
で
の
人

種
的
融
合
を
促
進
す
る
た
め
に
中
央
に
地
域
関
係
委
員
会
と
特
に
人
種
密
集
地
域
に
は
地
域
関
係
評
議
会
を
設
置
し
、
更
に
雇
用
・
労
組

関
係
の
人
権
差
別
の
異
議
申
立
を
雇
用
労
働
大
臣
の
管
轄
す
る
労
働
機
構
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
七
六
年
制
定
の
第
三
次
の
現
行
人
種
関
係
法
は
、
更
に
次
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
る
。
①
従
来
の
差
別
行
為
の
調
停
主
義
的
解
決

を
裁
判
主
義
的
な
そ
れ
に
か
え
、
雇
用
差
別
に
つ
い
て
は
労
働
裁
判
所
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
地
方
裁
判
所
へ
直
接
違
法
差
別
に
ま
つ

わ
る
損
害
賠
償
等
の
訴
訟
を
す
る
道
を
ひ
ら
い
た
。
②
既
設
委
員
会
に
か
わ
る
人
種
平
等
委
員
会

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
for R
a
c
i
a
l
 E
q
u
a
l
i
t
y
 

を
新
設
し
、

差
別
的
移
民
規
制
策
の
代
償
と
し
て
制
定
さ
れ
た
現
行
人
種
関
係
法
の
運
用
の
実
態
を
み
る
と
、
「
違
法
な
人
種
差
別
行
為
」
の
適
用
範

囲
を
漸
次
拡
大
し
、
司
法
的
救
済
の
道
を
拡
げ
る
等
の
改
善
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
種
平
等
委
員
会
の
差
別
行
為
に
関
す
る
公
式
調
在
権

の
行
使
や
差
別
停
止
通
告
に
た
い
し
て
逆
に
企
業
や
自
治
体
側
が
反
発
し
、
訴
訟
に
持
ち
込
む
ケ
ー
ス
が
多
く
出
る
な
ど
期
待
さ
れ
た
成

果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
。
そ
の
最
大
の
原
因
の
一
っ
は
、
同
委
員
会
の
活
動
目
的
に
あ
ま
り
好
意
的
で
な
い
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
政
権
の

四

現

状

九

そ
れ
に
被
差
別
者
の
個
人
救
済
を
援
助
す
る
た
め
の
訴
訟
扶
助
、
そ
の
職
務
遂
行
の
た
め
の
公
式
調
査
権
、
証
拠
提
出
を
求

め
る
召
喚
状
発
行
権
、
差
別
停
止
通
告
権
を
与
え
た
。
③
意
図
的
差
別
（
直
接
的
差
別
）
に
限
ら
ず
、
結
果
的
差
別
（
間
接
的
差
別
）
お

よ
び
積
極
的
差
別
を
も
違
法
差
別
行
為
に
加
え
た
。
④
国
籍
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
た
。
⑤
人
種
憎
悪
の
煽
動
罪
に
は
六
ヶ
月
以
下
の
禁

固
も
し
く
は
四

0
0ポ
ン
ド
以
下
の
罰
金
を
科
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
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（
一
九
七
九
年
）
以
降
、
政
府
の
積
極
的
支
援
が
え
ら
れ
な
い
た
め
に
そ
の
活
動
が
停
滞
気
味
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

0
ー
八
一
年
度
は
、
ニ
ニ
四
名
の
職
員
と
七

0
0万
ポ
ン
ド
の
年
間
予
算
援
助
の
下
で
、
雇
主
・
自
治
体
・
民
間
有
力
団
体
が
人
権
差
別

(13) 

の
一
掃
に
一
体
と
な
っ
て
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
差
別
意
識
の
根
強
い
実
社
会
で
建
設
会
社
・
銀
行
・
多
国
籍
企
業
・
自
治
体

等
の
有
力
団
体
と
対
決
し
な
が
ら
委
員
会
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
前
向
き
の
強
力
な
支
援
な
し
に
は
成
功
し
な
い
の
に
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
・
移
民
業
務
上
の
差
別
の
監
視
・
調
査
活
動
を
す
る
際
に
し
ば
し
ば
政
府
の
反
対
に
出
合
う
場
合
が
あ
っ
た
。

の
は
、
政
府
の
移
民
政
策
上
の
基
本
方
針
が
明
確
で
な
い
た
め
に
一
貫
し
た
行
政
活
動
が
し
に
く
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
具
体
的
な
各
現

場
で
の
移
民
行
政
業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
・
自
治
体
・
警
察
に
一
任
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
連
絡
調
整
以
外
何
の
指
導
的
役
割
も
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、

さ
ら
に
問
題
な

そ
れ
ら
の
統
括
責
任
母
体
で
あ
る
べ
き
内
務
省
は
、

と
議
院
内
務
委
員
会
で
指
摘
・
批
難
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
カ
ラ
ー

い
ま
だ
に
少
数
民
族
教
育
に
か
ん
す
る
全
国
的
な
政
策

ド
住
民
の
多
い
自
治
体
に
た
い
し
一
五
年
間
も
財
政
援
助
を
続
け
て
い
る
の
に
、

方
針
が
確
立
し
て
い
な
い
。
し
か
も
個
別
的
・
非
公
式
に
は
し
か
る
べ
く
行
政
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
逆
差
別
と
み
な
さ
れ
選
挙
に
不
利

と
な
る
よ
う
な
政
策
実
施
に
は
政
府
は
き
わ
め
て
慎
重
で
あ
る
。
ま
た
、
人
種
関
係
法
の
意
義
に
つ
い
て
も
民
間
で
は
不
公
平
な
差
別
に

た
い
し
少
数
民
族
を
保
護
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
逆
差
別
で
は
な
い
か
と
す
る
誤
っ
た
世
論
が
根
強
く
潜
在
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
研
究
が
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
一
九
七
六
年
の
現
行
人
種
関
係
法
上
は
人
種
平
等
委
員
会
が
政
府
の
出
先
機
関
と
し

て
の
か
な
り
の
権
限
を
も
ち
、
差
別
禁
止
措
置
に
積
極
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
と
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
も
雇
用
主
・
自
治
体
か
ら

の
抵
抗
に
あ
っ
て
住
居
・
雇
用
面
で
の
差
別
一
掃
に
あ
ま
り
実
績
を
あ
げ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

(15) 

と
り
わ
け
に
雇
用
に
つ
い
て
は
労
働
組
合
の
積
極
的
対
応
が
重
要
な
鍵
と
な
る
。
労
働
組
合
会
議

T
U
C
は
一
九
七
四
年
を
岐
点
に
、
職

場
や
組
合
内
の
平
等
化
を
推
進
す
る
た
め
カ
ラ
ー
ド
労
働
者
の
憲
章
を
制
定
す
る
と
か
、

種
平
等
条
項
の
挿
入
を
指
導
す
る
と
か
、

成
立

モ
デ
ル
条
項
を
作
成
し
て
、
労
働
協
約
へ
の
人

さ
ら
に
ま
た
資
格
向
上
の
た
め
の
特
別
の
職
業
訓
練
制
度
の
拡
充
を
要
求
す
る
運
動
を
し
て

九
四

一
九
八
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労
働
許
可
は
、
五

い
る
。
こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
な
り
の
活
動
も
あ
っ
て
か
、

九
五

カ
ラ
ー
ド
の
組
合
組
織
率
は
白
人
よ
り
高
い
し
、
カ
ラ

ー
ド
の
シ
ョ
ッ
プ
・
シ
チ
ュ
ア
ー
ト
も
選
出
さ
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
職
場
で
の
白
人
組
合
員
の
利
害
に
か
か
わ
る

よ
う
な
問
題
に
な
る
と
組
合
は
彼
ら
の
巻
き
返
し
を
恐
れ
て
か
妥
協
的
な
態
度
し
か
と
れ
て
い
な
い
点
に
注
目
し
た
い
。

最
近
移
民
二
世
に
た
い
す
る
差
別
と
か
不
利
益
に
つ
い
て
だ
け
は
、
そ
の
失
業
率
の
依
然
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
政
府
は
ひ
ど
く
神
経

質
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
捌
け
口
の
な
い
不
満
が
一
九
八
一
年
四
月
・
八
五
年
秋
の
ブ
リ
ッ
ク
ス
ト
ン

騒
擾
の
よ
う
な
人
種
暴
動
を
再
発
し
な
い
と
の
保
証
は
全
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

専
門
職
・
管
理
職
で
、

労
働
許
可
制
度

一
九
七
一
年
移
民
法
と
そ
の
施
行
細
則
で
あ
る
移
民
規
則
に
基
づ
い
て
、
雇
用
省
が
労
働
力
審
査
委
員
会
の
意
見
を
参

(18) 

考
に
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
許
可
取
得
義
務
の
対
象
と
な
る
者
は
、
英
国
民
お
よ
び

E
C
諸
国
民
を
除
い
た
外
国
人
で
あ
り
、
英
連
邦

市
民
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
労
働
許
可
基
準
と
し
て
は
①
職
業
斡
旋
所
に
少
な
く
と
も
八
週
間
前
に
申
請
し
て
も
英
国
内
お
よ
び

E
C
諸

国
内
で
適
任
者
が
え
ら
れ
な
い
で
、
な
お
か
つ
現
従
業
員
の
昇
進
・
配
転
・
訓
練
に
よ
っ
て
も
補
充
で
き
な
い
場
合
②
認
定
さ
れ
た
技
能

か
つ
賃
金
二
雇
用
条
件
が
同
一
地
域
の
職
種
よ
り
悪
く
な
い
事
③
二
三
歳
よ
り
五
四
歳
ま
で
の
年
齢
の
外
国
人
で

あ
る
こ
と
。
労
働
許
可
申
請
は
、
雇
用
主
が
本
人
の
専
門
的
資
格
・
技
能
・
経
験
の
適
格
な
る
こ
と
の
証
明
書
を
提
出
し
て
行
う
。
外
国

人
労
働
者
は
、
雇
用
主
を
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
仕
事
を
替
え
る
に
は
所
轄
雇
用
行
政
機
関
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
た
だ
し
、
四

年
間
認
可
さ
れ
た
仕
事
に
就
労
し
た
者
は
、
内
務
省
に
本
人
の
滞
在
に
伴
う
条
件
の
撤
回
を
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
、
以
降
自
由
に
就

(19) 

職
が
で
き
る
が
、
最
近
で
は
滞
在
延
長
許
可
が
漸
次
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
な
お
、
不
法
入
国
お
よ
び
こ
れ
と
同
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山
神
進
「
一
九
七
一
年
英
国
移
民
法
お
よ
び
（
そ
の
二
）
」
〈
外
人
登
録
〉
ニ
ニ
六
号
・
ニ
ニ
七
号
。
な
お
英
連
邦
市
民
の
居
住
権
を
さ
ら
に

制
限
し
た
内
容
の
一
九
八
八
年
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
新
移
民
法
草
案
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

山
神
進
「
一
九
八
一
年
英
国
国
籍
法
に
よ
る
一
九
七
一
年
英
国
移
民
法
の
改
正
に
つ
い
て
」
〈
外
人
登
録
〉
三

0
四
号
。
三
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
同
じ
く

土
屋
文
明
「
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
八
一
年
国
籍
法
」
〈
民
事
月
報
〉
三
八
巻
、
三
号
。
―
―
―
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

現
行
の
英
国
出
入
国
管
理
法
制
の
紹
介
は
、
伊
藤
行
紀
「
人
国
・
在
留
と
英
国
移
民
法
」
〈
外
人
登
録
〉
一
1

一
九
号
以
下
の
続
号
。
お
よ
び
山
神
進
「
英

国
に
お
け
る
出
入
国
管
理
行
政
の
現
状
に
つ
い
て
①
ー
③
」
〈
外
人
登
録
〉
三
一
五
号
ー
三
一
七
号
参
照
。

例
え
ば
、
一
九
八
五
年
五
月
の
ア
ブ
ド
ラ
ジ
・
キ
ャ
ベ
イ
ル
対
バ
ル
カ
ン
ド
リ
事
件
で
欧
州
人
権
裁
判
所
は
英
国
に
合
法
的
に
移
住
し
て
い
る
女
性
に
た

い
し
英
国
民
で
な
い
男
性
配
偶
者
の
入
国
を
認
め
る
判
決
を
出
し
た
。
斉
藤
恵
彦
「
国
際
社
会
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
保
護
」
〈
法
律
時
報
〉
第
五

K
H
e
B
 :
 H
a
y
K
.
 J
l
Y
M
K
a
,
 
1
9
9
0
 .. 
1
0
0
 c. 

(
l
)
富
岡
次
郎
「
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
労
働
者
」
一
三
一
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(
2
)
伊
藤
勝
芙
「
イ
ギ
リ
ス
人
種
問
題
に
関
す
る
一
論
考
ー
ー
|
移
民
制
限
立
法
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
〈
近
大
法
学
〉
第
20
巻
一

ジ
以
下
参
照
。

(
3
)
富
岡
、
前
掲
書
。
四
四
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(
4
)
労
働
党
政
府
の
移
民
政
策
の
二
面
性
に
つ
い
て
は
石
田
玲
子
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
英
連
邦
移
民
政
策
の
展
開
（
」
〈
歴
史
学
研
究
〉
五
八
三
号
、

ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
な
お
一
九
六
八
年
の
第
二
次
移
民
法
は
、
連
合
王
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所
持
す
る
大
多
数
の
白
人
の
人
国
を
促
進
し
、
有
色
人
種
の

そ
れ
を
禁
止
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
、
カ
ー
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
の
べ
て
い
る
。

K
.
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MH/lT• 

K
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n
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e
H
e
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O
J
I
H
T
H
K
H
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e
,
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K
o
6
p
H
T
a
H
H
H
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T
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H
p
e
 
KanHTas~a 

:
 HC
T
O
p
H
'
l
e
C
K
H
e
 
c
y
 /l
b
6
b
!
 

H
 C
O
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p
e
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O
e
 n
o
.
~
o苔

H
H
e

:
 C
6
.
 t
t
a
y
4
.
 T
p
.
l
 A

H

 
YCCP• 

v
!
Hー

T

C
O
U
H
a
,
1
b
H
b
l
X
 
H
 3
K
O
H
.
 
n
p
 0 6
J
i
e
M
 3
a
p
y
6
.
 
c
T
p
a
t
t
,
 
P
o
c
T
O
K
C
K
H
H
 y
t
t
H
B
e
p
c
H
T
e
T
 H
M
.
 B
.
 ニH
K
a
.

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

等
の
犯
罪
者
に
は
、

（
そ
の
一
）

移
民
法
二
四
条
に
よ
り
、

二

0
0ポ
ン
ド
以
下
の
罰
金
、

六
ヶ
月
以
下
の
禁
固
、

・
ニ
号
。

九
六

一
四
六
ペ
ー

ま
た
は
こ
れ
ら
双
方
の
刑
罰
に
処
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英国のいわゆる外国人労働者政策について （中村）

九
七

九
巻
第
七
号
。
四
六
ペ
ー
ジ
。
そ
の
他
の
事
件
に
つ
い
て
は
横
山
真
規
雄
「
イ
ギ
リ
ス
外
国
人
法
制
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
法
1

そ
の
現
状
と
展
望
に

関
す
る
序
論
的
考
察
ー
」
〈
明
治
大
学
院
紀
要
〉
第
二
三
集
。
同
「
イ
ギ
リ
ス
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
」
〈
城
西
大
学
女
子
短
大
紀
要
〉
第
四
巻
・

一
号
。
お
よ
び
伊
藤
前
掲
論
文
。
〈
外
人
登
録
〉
三
五

0
1
三
五
八
号
参
照
。

(
9
)
N
 ig 
L
a
y
t
o
nー

H
e
n
r
y
,
G
r
e
a
t
 Britain |
 E
u
r
o
p
e
a
n
 i
m
m
i
g
r
a
t
i
o
n
 policy |
 a
 co
m
p
a
r
a
t
i
v
e
 study. ed. T
o
m
a
s
 H
a
m
m
a
r
.
 1
9
8
5
 
p. 
102. 

(10)
石
田
玲
子
「
英
国
に
お
け
る
人
種
関
係
法
の
立
法
過
程
田
図
」
〈
朝
鮮
研
究
〉
一
五
一
ー
一
五
二
号
。
ガ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
六
五
年
の
人
種
関
係
法
の

「
主
要
な
課
題
を
人
種
関
係
の
真
の
改
善
で
は
な
く
、
人
種
紛
争
の
規
制
に
あ
っ
た
」
と
す
る
0

K. E
 
M
M
l
l
T
 

`
 
O
p
.
 cit. 
-p. 1
0
0
 

(
1
1
)石
田
玲
子
「
イ
ギ
リ
ス
・
人
種
関
係
法
の
制
定
—
ー
！
差
別
撤
廃
へ
の
挑
戦
|
|
_
」
部
落
解
放
研
究
所
編
「
世
界
は
い
ま
ー
諸
外
国
の
差
別
撤
廃
法
と
日

本
」
一
九
八
五
年
刊
。
九
三
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(
1
2
)石
田
玲
子
「
イ
ギ
リ
ス
の
人
種
差
別
へ
の
挑
戦
—
|
―
九
七
六
年
人
種
関
係
法
と
自
発
的
組
織
の
伝
統
ー
」
磯
村
英
一
編
「
現
代
世
界
の
差
別
問
題
」

一
九
八
五
年
刊
。
一
八
一
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
認
）
一
九
八
四
ー
八
五
年
度
予
算
は
九
二
八
万
ポ
ン
ド
。
緊
縮
予
算
の
た
め
正
規
職
員
は
一
八
九
名
に
削
減
、
う
ち
白
人
職
員
は
四
三
％
。
石
田
「
イ
ギ
リ
ス
・

人
種
関
係
法
の
制
定
」
―
二
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

(
1
4
)
N
 ig 
L
a
y
t
o
nー

H
e
n
r
y
,
1
0
 p. cit.-
p. 
119. 

(
1
5
)
T
u
c
の
政
策
転
換
に
つ
い
て
は
富
岡
、
前
掲
書
。
三
九
七
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(16)
な
お
、
一
九
八
八
年
九
月
の
英
国
政
府
の
カ
ラ
ー
ド
労
働
者
の
た
め
の
職
業
訓
練
事
業
お
よ
び
一
九
九

0
年
の
「
雇
用
新
聞
」
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
た

英
国
の
外
国
人
労
働
者
の
就
労
状
況
は
、
岩
間
大
和
子
「
外
国
人
労
働
者
の
就
労
状
況
と
職
業
訓
練
事
業
—
ー
—
フ
ル
エ
ン
プ
ロ
イ
・
グ
ル
ー
プ
の
事
例
」

〈
日
本
労
働
研
究
雑
誌
〉
一
九
九

0
年
七
月
号
、
七

O
I七
三
ペ
ー
ジ
参
照
。
小
林
謙
一
・
阿
部
誠
「
イ
ギ
リ
ス
の
移
民
労
働
者
問
題
と
政
策
状
況
I

多
民
族
社
会
の
形
成
に
向
け
て
ー
」
〈
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
〉
第
三
七
三
号
。
四
六
ペ
ー
ジ
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
た

T
U
C
の
動
向
は
、
ス
テ

ィ
ブ
ン
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
と
労
働
組
合
」
〈
同
誌
〉
第
三
七
九
・
三
八

0
号
、
―
ニ
ー
一
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

(17)
富
岡
、
前
掲
書
。
六
四
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(
1
8
)「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
労
働
許
可
に
つ
い
て
」
〈
海
外
労
働
情
勢
月
報
〉
一
九
八
六
年
六
月
、
二
0
ぺ
—
ジ
以
下
参
照
。
「
連
合
王
国
に

お
け
る
外
国
人
労
働
者
に
関
す
る
制
度
等
に
つ
い
て
」
〈
主
要
国
の
外
国
人
労
働
許
可
制
度
〉
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
。
八
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

(19)
多
難
な
英
国
の
外
国
人
労
働
者
問
題
解
決
の
一
っ
の
糸
口
と
し
て
最
近

T
W
E
S
と
よ
ば
れ
る
職
業
訓
練
・
労
働
経
験
制
度
を
労
働
許
可
制
度
の
な
か
に
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積
極
的
に
活
用
す
る
計
画
が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
、
そ
の
運
用
に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
九
八
九
年
度
の
移
民
規
則
改
正
報
告
書
第
一

九
項
で
は
、
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
小
林
・
阿
部
前
掲
論
文
。
四
一
ペ
ー
ジ
、
四
九
ペ
ー
ジ
。
前
掲
〈
主
要
国
の
外
国
人
労
働

許
可
制
度
〉
―
二
八
ー
一
三
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

S
t
a
t
e
m
e
n
t
of c
h
a
n
g
e
s
 in 
i
m
m
i
g
r
a
t
i
o
n
 rules, 
laid b
e
f
o
r
e
 P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
 o
n
 1
4
 
J
u
n
e
 1
9
8
9
 

u
n
d
e
r
 section 3
(
2
)
 

of the I
m
m
i
g
r
a
t
i
o
n
 A
c
t
 1
9
7
1
 `
 Th
e
 H
o
u
s
e
 of C
o
m
m
o
n
s
,
 p. 2
1
.
 

九
八
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